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は
じ
め
に
　
ま
ず
「
仮
名
遣
書
」
を
定
義
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、「
日
本
語
を
仮
名
の
み
で
書
く
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
仮
名
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
一
義
的
に
テ
キ
ス
ト
作
成
の
目
的
と
し
て
い
る
（
と
思
わ
れ
る
）
書
物
＝
テ
キ
ス
ト
」
を
「
仮
名
遣
書
」
と
定
義
し
た
い
。「
一
義
的
に
」
と
い
う
こ
と
が
当
該
テ
キ
ス
ト
の
言
説
と
し
て
序
文
や
跋
文
に
謳
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
判
断
す
る
必
要
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
言
説
が
当
該
テ
キ
ス
ト
に
謳
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、「
一
義
的
に
」
目
的
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
判
断
が
判
断
者
に
よ
っ
て
揺
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
国
語
学
（
日
本
語
学
）
に
お
い
て
仮
名
遣
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
書
物
＝
テ
キ
ス
ト
を
広
義
の
仮
名
遣
書
と
み
な
し
、
そ
れ
が
右
に
定
義
し
た
仮
名
遣
書
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
　
山
田
孝
雄
『
仮
名
遣
の
歴
史
』（
宝
文
館
、
一
九
二
九
年
）
は
「
仮
名
遣
書
の
歴
史
」
で
は
な
く
、「
仮
名
遣
の
歴
史
」
を
書
名
と
す
る
が
、
第
二
章
は
「
定
家
仮
名
遣
」、
第
三
章
は
「
復
古
仮
名
遣
」
と
題
し
、
第
二
章
に
お
い
て
『
下
官
集
』、
行
阿
の
『
仮
名
文
字
遣
』
を
採
り
あ
げ
、
第
三
章
に
お
い
て
、
契
沖
『
和
字
正
濫
抄
』、
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
等
の
仮
名
遣
書
を
採
り
あ
げ
て
い
る
。
　
ま
た
、
木
枝
増
一
『
仮
名
遣
研
究
史
』（
賛
精
社
、
一
九
三
三
年
）
は
、
そ
の
「
序
」
に
お
い
て
「
従
来
世
に
行
は
れ
て
ゐ
る
国
語
学
史
中
国
語
仮
名
遣
に
関
す
る
諸
説
を
一
々
原
書
に
就
い
て
検
討
考
査
し
た
結
果
を
新
に
整
理
し
て
、
世
に
問
は
ん
と
す
る
著
述
」
と
述
べ
て
お
り
、
仮
名
遣
書
の
史
的
研
究
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
『
仮
名
遣
研
究
史
』
に
お
い
て
は
、
第
二
章
「
定
家
仮
名
遣
」、
第
三
章
「
定
家
仮
名
遣
の
伝
流
」、
第
四
章
「
契
沖
の
歴
史
的
仮
名
遣
」、
第
五
章
「
歴
史
的
仮
名
遣
の
伝
流
」
と
章
立
て
が
さ
れ
、
第
二
章
の
二
に
お
い
て
『
下
官
集
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
　
右
の
二
書
に
お
い
て
は
、『
下
官
集
』、
行
阿
『
仮
名
文
字
遣
』、
契
沖
『
和
字
正
濫
抄
』、
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
を
一
つ
の
「
流
れ
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
み
か
た
は
、
右
の
二
書
に
限
っ
た
も
の
で
　
仮
名
遣
書
の
系
譜
今　
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は
な
い
。
　
例
え
ば
古
田
東
朔
・
築
島
裕
著
『
国
語
学
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
に
お
い
て
は
、
第
二
章
「
中
世
」
の
第
五
節
「
仮
名
遣
の
起
源
と
発
達
」
中
に
お
い
て
藤
原
定
家
が
「
自
ら
一
連
の
仮
名
遣
を
定
め
、
そ
れ
を
自
ら
書
写
の
際
に
実
行
し
、
さ
ら
に
そ
の
規
則
を
記
し
た
「
下
官
集
」
一
巻
を
著
し
た
。
こ
の
仮
名
遣
の
流
を
、
後
に
「
定
家
仮
名
遣
」
と
称
し
、
中
世
以
降
、
和
歌
を
宗
と
す
る
人
々
の
間
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
仮
名
遣
は
、
も
と
藤
原
定
家
が
定
め
た
規
則
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
や
が
て
そ
の
末
流
の
行
阿
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
て
中
世
に
及
ん
だ
」（
一
五
七
頁
）
と
述
べ
、
第
三
章
「
近
世
」
に
お
い
て
は
『
和
字
正
濫
抄
』
の
「
巻
一
で
は
、
行
阿
の
仮
名
遣
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
」（
一
九
三
頁
）
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
「
江
戸
期
で
は
、
こ
の
の
ち
も
、
契
沖
の
説
は
理
解
さ
れ
ず
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
定
家
仮
名
遣
に
よ
っ
た
書
が
出
さ
れ
る
が
、
春
満
や
真
淵
ら
の
国
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
、
次
第
に
広
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
い
で
、
楫か
取とり
魚な
彦ひこ
の
「
古
言
梯
」
な
ど
で
、
さ
ら
に
こ
の
補
訂
が
な
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
」（
一
九
七
頁
）
と
述
べ
る
。
　
あ
る
い
は
『
国
語
学
大
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
の
「
定
家
仮
名
遣
」
の
項
目
（
大
野
晋
執
筆
）
に
お
い
て
は
、『
僻
案
』（
下
官
集
）
を
「
定
家
の
仮
名
遣
」
の
「
実
例
を
示
し
」
た
も
の
と
み
た
上
で
、『
仮
名
文
字
遣
』
を
「
定
家
の
流
儀
の
仮
名
遣
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
同
辞
典
は
「
古
言
梯
」
の
項
目
（
井
上
誠
之
助
執
筆
）
に
お
い
て
は
、「
契
沖
の
主
義
を
奉
じ
た
五
十
音
順
（
た
だ
し
オ
・
ヲ
の
位
置
を
誤
る
が
増
補
標
註
本
で
は
訂
す
）
の
仮
名
遣
辞
書
で
、
あ
げ
た
約
千
七
百
語
に
は
す
べ
て
古
書
か
ら
典
拠
を
示
し
た
。
約
三
分
の
一
は
そ
の
出
所
を
求
め
得
な
か
っ
た
契
沖
の
仮
名
遣
を
補
強
し
た
功
は
大
き
く
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
」（
四
二
二
頁
下
段
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
言
説
に
お
い
て
は
、
『
下
官
集
』、
行
阿
『
仮
名
文
字
遣
』、
契
沖
『
和
字
正
濫
抄
』、
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
は
一
つ
の
「
流
れ
」
の
中
の
も
の
、
連
続
相
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
浅
田
徹
は
『
下
官
集
』
に
つ
い
て
「
下
官
集
の
持
つ
特
質
の
あ
る
部
分
は
三
代
集
の
伝
授
に
根
差
し
て
い
る
」（「『
下
官
集
』
の
定
家
│
差
異
と
自
己
│
」
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
十
七
号
、
二
〇
〇
一
年
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
定
家
は
「
勅
撰
集
の
写
本
作
成
を
、
歌
道
家
の
人
間
の
聖
な
る
務
め
の
一
つ
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
同
前
）
と
述
べ
る
。
高
橋
宏
幸
は
「
下
官
集
」
用
例
語
句
出
典
考
」（
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会
『
国
文
学
論
考
』
第
二
十
号
、
一
九
八
四
年
）
に
お
い
て
『
下
官
集
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
語
を
検
証
し
、
「
72
語
中
45
語
が
三
代
集
に
認
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
各
項
目
の
最
初
の
方
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
先
ず
三
代
集
か
ら
用
例
を
採
り
、
そ
の
後
、『
近
代
秀
歌
』『
百
人
秀
歌
』『
源
氏
物
語
』
等
か
ら
用
例
を
追
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
浅
田
徹
（
二
〇
〇
一
）
は
『
下
官
集
』
が
掲
げ
て
い
る
語
句
が
ほ
ぼ
『
詞
花
和
歌
集
』
ま
で
の
勅
撰
集
に
あ
る
語
句
と
み
な
し
得
る
こ
と
を
指
摘
し
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
を
想
定
し
な
く
て
も
よ
い
と
述
べ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
下
官
集
』
は
「
三
代
集
を
中
心
と
し
た
勅
撰
集
書
写
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
拙
書
『
か
な
づ
か
い
の
歴
史
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
四
年
、
四
十
六
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
勅
撰
集
書
写
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
「
日
本
語
を
仮
名
の
み
で
書
く
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
仮
名
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
一
義
的
に
テ
キ
ス
ト
作
成
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の
目
的
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
書
物
＝
テ
キ
ス
ト
」
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
、
本
稿
で
は
『
下
官
集
』
を
「
仮
名
遣
書
」
と
は
み
な
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
行
阿
『
仮
名
文
字
遣
』、
契
沖
『
和
字
正
濫
抄
』、
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
　
『
仮
名
文
字
遣
』『
和
字
正
濫
抄
』『
古
言
梯
』
と
い
う
三
つ
の
（
異
な
る
）
テ
キ
ス
ト
を
同
じ
枠
組
み
に
お
い
て
と
ら
え
る
た
め
に
、
以
下
の
行
論
で
は
次
の
よ
う
な
「
み
か
た
」
を
採
る
こ
と
に
す
る
。『
仮
名
文
字
遣
』
で
あ
れ
ば
、
「
ゆ
ふ
は
え　
夕
栄　
夕
光
」（
文
明
十
一
年
本
・
へ
部
）
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
。
こ
の
「
ゆ
ふ
は
え　
夕
栄　
夕
光
」
全
体
を
、『
仮
名
文
字
遣
』
が
採
り
あ
げ
た
一
つ
の
「
項
目
」
と
と
ら
え
、
一
つ
一
つ
の
項
目
は
「
見
出
し
項
目
＋
漢
字
列
」
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
と
と
ら
え
る
こ
と
に
す
る
。
一
方
、
『
和
字
正
濫
抄
』
は
「
魂　
た
ま
し
ひ
﹇
万
葉
十
五
た
ま
し
／
ゐ
と
は
書
へ
か
ら
す
﹈」（
巻
二
・
ひ
部
）
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
（﹇　
﹈
内
は
細
字
双
行
、「
／
」
は
改
行
箇
所
）。
し
た
が
っ
て
、『
和
字
正
濫
抄
』
の
一
つ
一
つ
の
項
目
は
「
漢
字
列
＋
見
出
し
項
目
＋
注
」
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
と
と
ら
え
る
こ
と
に
す
る
。『
古
言
梯
』
は
「
し
ひ
﹇
木
也
古
志
／
比
紀
万
同
﹈
椎
」（
志
部
・
二
言
）
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
。「
木
也
」
は
漢
文
注
で
、
古
は
『
古
事
記
』
に
「
志
比
」
と
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
古
言
梯
』
の
一
つ
一
つ
の
項
目
は
「
見
出
し
項
目
＋
漢
文
注
＋
出
典
＋
漢
字
列
」
と
い
う
か
た
ち
を
採
る
と
と
ら
え
る
こ
と
に
す
る
。
右
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
項
目
の
基
本
形
式
＝
デ
フ
ォ
ル
ト
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
仮
名
文
字
遣
』
…
…
見
出
し
項
目
＋
漢
字
列
（
＋
注
）
『
和
字
正
濫
抄
』
…
…
漢
字
列
＋
見
出
し
項
目
＋
注
『
古
言
梯
』
…
…
…
…
見
出
し
項
目
＋
漢
文
注
＋
出
典
＋
漢
字
列
　
以
下
で
は
、
一
つ
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
一　
『
仮
名
文
字
遣
』
　
『
仮
名
文
字
遣
』
の
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
で
「
文
明
十
一
年
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
主
に
使
用
し１
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
、
そ
の
場
合
は
、
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
　
本
稿
が
『
仮
名
文
字
遣
』
の
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
文
明
十
一
年
本
」
を
選
ん
だ
の
は
、
見
出
し
項
目
数
が
多
く
な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。
駒
沢
大
学
国
語
研
究
資
料
第
二
『
假
名
文
字
遣
』
に
は
大
友
信
一
に
よ
る
「
解
題
」
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
文
安
四
年
本
」（
故
山
田
孝
雄
蔵
本
）「
文
明
十
年
本２
」（
所
在
不
明
）「
文
明
十
一
年
本
」
「
文
明
十
二
年
本
」（
京
都
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
）「
永
禄
九
年
本
」（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
）「
文
禄
四
年
本
」（
陽
明
文
庫
蔵
本
）「
慶
長
版
本
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
）
合
計
七
本
の
「
所
収
用
例
数
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、（
現
状
の
）「
文
明
十
一
年
本
」
の
総
「
所
収
用
例
数
」
は
一
〇
八
〇
で
、「
文
明
十
二
年
本
」
の
一
〇
五
〇
に
次
い
で
少
な
い３
。
　
大
野
晋
は
「
假
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
二
十
七
巻
十
二
号
、
一
九
五
〇
年
）
に
お
い
て
、「
こ
の
仮
名
文
字
遣
の
如
く
、
国
語
表
記
の
規
範
を
示
す
役
目
を
帯
び
た
著
作
は
、
行
は
れ
る
に
つ
れ
て
語
彙
の
増
大
が
要
求
さ
れ
、
次
第
に
辞
書
化
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
ま
り
膨
大
に
至
ら
な
い
限
り
は
、
簡
約
本
を
作
る
試
み
が
為
さ
れ
る
こ
と
は
少
〔　　〕105
い
」（
十
四
頁
上
段
）
と
述
べ
、
総
「
所
収
用
例
数
」
が
多
く
な
い
「
文
明
十
二
年
本
」
を
「
現
に
知
り
う
る
最
も
原
型
に
近
い
仮
名
文
字
遣
と
仮
定
」
し
て
論
を
展
開
す
る
。
前
引
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
「
文
禄
四
年
本
」「
慶
長
版
本
」
の
総
「
所
収
用
例
数
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
四
四
、
一
八
八
一
で
「
永
禄
九
年
本
」
の
一
一
三
六
と
比
し
て
も
か
な
り
多
く
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
『
仮
名
文
字
遣
』
テ
キ
ス
ト
を
「
語
彙
の
増
大
」
を
実
現
さ
せ
た
テ
キ
ス
ト
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
　
『
仮
名
文
字
遣
』
に
は
「
を
に
の
し
こ
く
さ　
鬼
志
許
草　
万
葉
」（
を
部
）
の
よ
う
に
、
漢
字
列
の
下
に
、
そ
の
漢
字
列
の
出
所
を
示
す
か
の
よ
う
な
注
記
（
以
下
こ
れ
を
便
宜
的
に
「
出
典
注
記
」
と
呼
ぶ
）
が
な
さ
れ
て
い
る
項
目
が
あ
る
。「
文
明
十
一
年
」
の
こ
の
項
目
で
は
、「
鬼
志
許
草
」
と
「
万
葉
」
と
は
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
同
じ
「
文
明
十
一
年
本
」
で
あ
っ
て
も
、「
を
は
つ
せ
の
山　
万
葉
」（
を
部
）
の
「
万
葉
」
は
小
ぶ
り
の
文
字
で
や
や
右
寄
せ
に
書
か
れ
て
い
る
。
現
存
し
て
い
る
『
仮
名
文
字
遣
』
諸
テ
キ
ス
ト
の
状
態
か
ら
、
原
『
仮
名
文
字
遣
』
の
す
が
た
を
窺
う
こ
と
は
（
課
題
で
は
あ
っ
て
も
）
相
当
に
難
し
い
と
考
え
る
。
右
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
も
、「
見
出
し
項
目
＋
漢
字
列
」
を
デ
フ
ォ
ル
ト
と
み
る
稿
者
の
み
か
た
か
ら
す
れ
ば
、「
出
典
注
記
」
そ
の
も
の
が
（
仮
に
原
『
仮
名
文
字
遣
』
に
す
で
に
そ
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
）「
余
剰
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
出
典
注
記
」
は
（
そ
も
そ
も
）
必
須
の
も
の
で
は
な
く
、
書
写
に
際
し
て
、
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た４
、
と
ひ
と
ま
ず
は
考
え
て
お
き
た
い
。
　
『
万
葉
集
』
巻
四
（
七
二
七
番
歌
）
に
は
「
萱
草　
吾
下
紐
尓　
著
有
跡　
鬼
乃
志
許
草　
事
二
思
安
利
家
理
」
と
あ
り
、
現
在
は
「
忘
れ
草
我
が
下した
紐びも
に
付
け
た
れ
ど
醜しこ
の
醜しこ
草ぐさ
言
に
し
あ
り
け
り
」
と
よ
ま
れ
て
い
る
。『
仮
名
文
字
遣
』
の
漢
字
列
「
鬼
志
許
草
」
は
『
万
葉
集
』
の
「
鬼
乃
志
許
草
」
に
完
全
に
は
一
致
し
な
い
け
れ
ど
も
、（
こ
の
項
目
の
場
合
は
）
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、「
山
鳥
の
を
ろ
は
つ
お
﹇
山
鳥
雄
呂
初
尾
一
説
云
は
つ
／
お
は
是
も
雄
の
字
と
云
ろ
は
息
字
也
﹈」（
を
部
）
は
、『
万
葉
集
』
巻
十
四
（
三
四
六
八
番
歌
）
と
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
夜
麻
杼
里
乃　
乎
呂
能
波
都
乎
尓　
可
賀
美
可
家
」（
山
鳥
の
尾
ろ
の
は
つ
を
に
鏡
掛
け
）
と
あ
っ
て
、「
漢
字
列
」
が
一
致
し
な
い
。
ま
た
、「
と
る
て
の
つ
え
の
う
つ
た
へ
に　
杖
打
度　
万
葉
在
」（
え
部
）
の
場
合
の
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
に
該
当
歌
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
　
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
長
谷
川
千
秋
は
「『
仮
名
文
字
遣
』
に
お
け
る
「
万
葉
」
の
引
用
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
六
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、
所
収
）
に
お
い
て
、「『
仮
名
文
字
遣
』
が
原
典
（
引
用
者
補
：
こ
こ
で
は
『
万
葉
集
』
を
指
す
）
に
直
接
し
て
い
な
い
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
示
し
て
」（
八
十
五
頁
）
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
先
の
「
山
鳥
の
を
ろ
の
は
つ
お
」
に
関
し
て
、「
こ
の
「
を
ろ
の
は
つ
お
」
は
、『
綺
語
抄
』
や
『
俊
頼
髄
脳
』
以
来
『
和
歌
童
蒙
抄
』『
奥
義
抄
』
な
ど
で
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
難
語
で
あ
る
」（
八
十
九
頁
）
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
『
仮
名
文
字
遣
』
の
「
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
歌
学
書
の
中
で
も
特
に
『
袖
中
抄
』
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
」（
九
十
二
頁
）
こ
と
を
指
摘
す
る５
。
つ
ま
り
、『
仮
名
文
字
遣
』
の
示
す
漢
字
列
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
漢
字
列
が
『
万
葉
集
』
に
み
ら
れ
る
場
合
を
も
含
め
て
、『
袖
中
抄
』
を
初
め
と
す
る
歌
学
書
か
ら
見
出
し
項
目
と
す
る
語
句
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
見
出
し
項
目
に
添
え
ら
れ
て
い
る
漢
字
列
が
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
　
『
仮
名
文
字
遣
』
に
は
「
を
の
つ
か
ら　
自　
源
氏
在
」（
を
部
）
や
「
わ
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か
む
と
ほ
り　
王
家
無
等
倫　
源
氏
在
」（
ほ
部
）
の
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
を
「
出
典
注
記
」
す
る
見
出
し
項
目
が
あ
る
。「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
と
い
う
語
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
数
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
で
使
わ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
語
を
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
特
定
の
文
学
作
品
と
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か６
。
一
方
、「
ワ
カ
ン
ド
オ
リ
」
は
〈
皇
室
の
血
統
、
皇
族
〉
を
語
義
と
す
る
語
と
思
わ
れ
、「
末
摘
花
」
に
は
「
左
衛
門
の
乳
母
と
て
大
弐
の
さ
し
つ
ぎ
に
お
ぼ
い
た
る
が
む
す
め
、
大
輔
の
命
婦
と
て
内
に
さ
ぶ
ら
ふ
、
わ
か
む
ど
ほ
り
の
兵
部
の
大
輔
な
る
む
す
め
な
り
け
り
」
と
、
「
澪
標
」
に
は
「
女
別
当
、
内
侍
な
ど
い
ふ
人
々
、
あ
る
は
離
れ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
わ
か
む
ど
を
り
な
ど
に
て
、
心
ば
せ
あ
る
人
々
多
か
る
べ
し
」
と
使
わ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
、『
河
海
抄
』
に
は
「
わ
か
む
と
を
り
の
兵
部
大
輔　
王
家
無
等
倫
／
う
つ
ほ
の
物
語
云
あ
て
宮
の
御
め
の
と
こ
一
人
は
わ
か
ん
と
を
り
一
人
は
／
大
弐
子　
王
孫
を
い
ふ
也
王
の
字
を
か
く
へ
し
経
に
も
／
世
雄
無
等
倫
妙
智
無
等
倫
な
と
い
ふ
か
こ
と
し
弘
安
の
源
氏
／
論
義
に
も
親
行
説
と
て
今
の
義
を
證
義
に
さ
た
め
ら
れ
／
つ
一
説
我
無
等
倫
又
云
和
漢
通
﹇
才
学
通
和
漢
／
よ
り
云
々
﹈」（
巻
第
三
、
天
理
図
書
館
蔵
本
十
四
丁
表
〜
裏
）
と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
漢
字
列
「
王
家
無
等
倫
」
が
み
ら
れ
る
。
　
長
谷
川
千
秋
は
「『
仮
名
文
字
遣
』
所
引
漢
籍
と
歌
学
書
」（
奈
良
女
子
大
学
『
叙
説
』
第
二
十
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、『
仮
名
文
字
遣
』
が
「
出
典
注
記
」
と
し
て
『
史
記
』
や
『
日
本
紀
』
な
ど
の
「
漢
字
文
献
」
を
示
す
場
合
の
大
半
（
28
例
中
18
例
）
が
「『
紫
明
抄
』『
原
中
最
秘
抄
』
や
『
河
海
抄
』
な
ど
源
氏
注
釈
書
所
引
漢
籍
を
引
用
し
た
形
跡
が
あ
る
」
と
述
べ
る
。
　
高
瀬
正
一
は
「『
仮
名
文
字
遣
』
と
『
源
氏
物
語
』
語
彙
」（
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
編
『
国
語
国
文
学
報
』
第
六
十
号
、
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
「
慶
長
版
本
」
を
調
査
対
象
と
し
て
、
そ
の
見
出
し
項
目
一
八
八
一
を
整
理
し
、総
見
出
し
項
目
数
を
一
六
九
五
と
み
な
し
た
上
で
、「『
仮
名
文
字
遣
』
の
語
彙
、
一
六
九
五
例
の
内
で
、
六
八
七
例
、
す
な
わ
ち
約
40
％
『
源
氏
物
語
』
と
一
致
し
て
お
り
、
重
要
な
出
典
で
あ
っ
た
こ
と
が
数
量
的
な
面
か
ら
も
改
め
て
裏
付
け
ら
れ
る
」（
八
十
九
頁
上
段
）
と
述
べ
る
。
ま
た
高
瀬
正
一
は
「『
仮
名
文
字
遣
』
の
語
彙
│
文
明
十
一
年
本
と
中
古
文
学
語
彙
と
の
関
連
│
」（『
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
、「
文
明
十
一
年
本
」
を
調
査
対
象
と
し
て
、「『
源
氏
物
語
』
出
自
語
彙
は
、
四
三
三
例
と
全
体
の
四
割
を
し
め
て
い
る
。
こ
れ
は
慶
長
版
本
の
比
率
と
変
わ
ら
な
い
。『
源
氏
物
語
』
は
文
明
十
一
年
本
で
も
、
主
要
な
出
典
で
あ
る
。
他
の
文
学
作
品
や
古
辞
書
と
の
重
複
を
除
い
た
、『
源
氏
物
語
』
特
有
語
彙
は
七
十
九
例
あ
り
、
そ
の
中
の
二
十
三
例
が
『
河
海
抄
』
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
」「『
古
今
和
歌
集
』
出
自
語
彙
は
二
十
四
例
あ
り
、
和
歌
だ
け
で
は
な
く
詞
書
や
長
歌
な
ど
も
含
み
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
出
典
注
記
が
誤
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
整
理
し
な
が
ら
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
。
結
局
、『
仮
名
文
字
遣
』
は
、
多
く
の
場
合
、
注
釈
書
類
を
介
在
さ
せ
な
が
ら
、『
万
葉
集
』
や
『
源
氏
物
語
』『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
語
句
を
見
出
し
項
目
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、
漢
字
列
も
そ
の
折
に
と
も
に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
た
か
い
。そ
の
一
方
で
、「
を
ん
な　
女
」「
を
こ
な
ふ　
行
」（
を
部
）「
お
ち
葉　
落
葉
」（
お
部
）
の
よ
う
に
、
漢
字
列
を
添
え
る
の
に
特
別
な
出
典
を
必
要
と
し
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、『
仮
名
文
字
遣
』
が
見
出
し
項
目
の
後
ろ
に
置
〔　　〕107
い
て
い
る
漢
字
列
に
（
仮
に
「
機
能
」
を
認
め
る
と
し
て
も
）
一
律
に
は
何
ら
か
の
「
機
能
」
を
認
め
に
く
い
と
考
え
る
。
　
現
代
に
お
い
て
、
仮
名
書
き
語
形
だ
け
で
は
、
そ
の
語
が
い
か
な
る
語
で
あ
る
か
わ
か
り
に
く
い
場
合
に
、
そ
の
語
に
ご
く
一
般
的
に
あ
て
ら
れ
る
漢
字
列
を
丸
括
弧
に
入
れ
て
添
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
の
同
定
を
助
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
漢
字
字
義
に
よ
っ
て
、
仮
名
書
き
語
形
が
い
か
な
る
語
で
あ
る
か
を
特
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
結
局
、
『
河
海
抄
』
な
ど
の
注
釈
書
が
採
る
方
法
と
通
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
、『
仮
名
文
字
遣
』
が
漢
字
列
を
添
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
現
代
と
同
じ
「
感
覚
」
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
中
世
に
お
け
る
注
釈
書
類
の
あ
り
方
と
同
じ
「
感
覚
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
『
仮
名
文
字
遣
』
が
注
釈
書
類
を
取
り
込
み
、『
仮
名
文
字
遣
』
が
中
世
辞
書
で
あ
る
『
運
歩
色
葉
集
』
や
『
節
用
集
』
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
世
の
注
釈
書
類
と
『
仮
名
文
字
遣
』
と
『
運
歩
色
葉
集
』
や
『
節
用
集
』
の
間
に
「
行
き
来
で
き
る
回
路
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
み
え
る
し
、
別
の
み
か
た
を
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
必
要
と
し
て
い
た
「
文
字
社
会
」
が
共
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
書
写
し
、
継
承
し
て
い
た
人
々
に
共
通
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
文
字
社
会
」
は
、
と
い
え
ば
、
や
は
り
「
和
歌
・
連
歌
世
界
」、
古
典
文
学
の
世
界
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
　
『
仮
名
文
字
遣
』
を
「
古
典
文
学
世
界
の
も
の
」
と
述
べ
る
だ
け
で
は
い
か
に
も
粗
い
が
、
そ
れ
で
も
そ
う
と
ら
え
た
時
、
そ
れ
は
『
下
官
集
』
と
重
な
る
の
で
あ
り
、「
下
官
集
の
延
長
線
上
に
『
仮
名
文
字
遣
』
が
あ
る
」
と
い
う
み
か
た
は
（
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
編
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
）、
右
の
よ
う
な
限
定
的
な
意
味
合
い
に
お
い
て
は
成
り
た
つ
と
考
え
る
。
　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
稿
者
は
『
仮
名
文
字
遣
』
の
少
な
く
な
い
漢
字
列
は
語
の
同
定
の
た
め
に
添
え
ら
れ
て
い
る
と
推
測
す
る
が
、
結
局
は
見
出
し
項
目
の
後
ろ
に
漢
字
列
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
、
見
出
し
項
目
の
「
増
大
」
と
い
う
こ
と
や
『
仮
名
文
字
遣
』
が
「
辞
書
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
と
か
か
わ
り
、
そ
う
し
た
「
動
き
」
の
契
機
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
仮
名
文
字
遣
』
は
「
見
出
し
項
目
＋
漢
字
列
」
と
い
う
、
ま
ず
仮
名
書
き
し
た
見
出
し
項
目
を
置
く
と
い
う
体
例
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
仮
名
文
字
遣
』
の
最
大
の
関
心
事
は
仮
名
書
き
さ
れ
た
「
見
出
し
項
目
」
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
二　
『
和
字
正
濫
抄
』
　
山
田
孝
雄
『
假
名
遣
の
歴
史
』
は
「
和
字
正
濫
鈔
は
従
来
の
假
名
の
遣
い
方
の
濫
り
な
る
を
正
す
を
目
的
と
し
て
著
し
た
る
も
の
に
し
て
、
元
禄
六
年
二
月
廿
一
日
の
序
あ
り
」（
五
十
七
頁
）
と
述
べ
る
。「
正
濫
」
は
「
濫
り
な
る
を
正
す
」
で
あ
ろ
う
が
、「
和
字
」
は
ま
ず
は
「
和
＝
日
本
の
文
字
＝
仮
名
」
と
考
え
る
の
が
自
然
で
、「
和
字
」
を
「
従
来
の
假
名
の
遣
い
方
」
と
い
わ
ば
「
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
」
す
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
の
「
飛
躍
」
を
含
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
右
と
同
様
の
み
か
た
は
築
島
裕
に
も
み
ら
れ
る
。
築
島
裕
は
『
歴
史
的
仮
名
遣
い
│
そ
の
成
立
と
特
徴
│
』（
中
公
新
書
、
一
九
八
六
年
）
に
お
い
て
、「
和
字
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
仮
名
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
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で
は
そ
の
用
法
の
規
準
、
す
な
わ
ち
「
仮
名
遣
い
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、「
正
濫
」
と
は
、「
濫みだ
れ
た
る
を
正
す
」
と
い
う
意
味
で
、
著
者
契
沖
は
、
本
来
古
く
「
正
し
い
仮
名
の
用
法
」
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
、
後
世
に
な
っ
て
か
ら
「
濫
れ
」
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
本
来
の
正
し
い
形
に
戻
す
、
と
い
う
、
一
種
の
復
古
主
義
の
理
念
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
」（
七
十
一
頁
〜
七
十
二
頁
）
と
述
べ
る
。「
和
字
」
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
「
和
字
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
ら
、「
和
字
」
に
「
か
な
づ
か
い
」
と
い
う
事
象
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
、「
和
字
＝
か
な
づ
か
い
」
で
は
な
い
と
み
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、「
正
す
」
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。「
正
し
い
す
が
た
」
が
（
た
と
え
自
分
な
り
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
）
捕
捉
で
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
「
正
す
」
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
に
お
い
て
、『
仮
名
文
字
遣
』
の
あ
り
か
た
と
は
（
原
則
的
に
）
ま
っ
た
く
異
な
る７
。
　
『
和
字
正
濫
抄
』
は
「
肆　
い
ち
ぐ
ら
﹇
市
倉
な
り
／
和
名
﹈」（
い
部
）
の
よ
う
に
「
漢
字
列
＋
見
出
し
項
目
＋
注
」
と
い
う
体
例
を
も
つ
。『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
「
肆　
唐
令
云
諸
市
毎
肆
立
標
題
﹇
四
反
和
名
伊
知
久
良
﹈」
（
二
十
巻
本
巻
十
・
七
丁
裏
）
と
あ
る
の
で
、
項
目
の
先
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
漢
字
列
「
肆
」
は
『
和
名
類
聚
抄
』
が
掲
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
注
に
お
い
て
改
め
て
「
市
倉
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
イ
チ
グ
ラ
」
と
い
う
見
出
し
項
目
は
『
和
名
類
聚
抄
』
に
い
わ
ば
「
由
来
」
し
て
い
る
の
で
、『
和
名
類
聚
抄
』
が
掲
げ
て
い
る
漢
字
列
を
示
し
て
い
る
と
い
う
み
か
た
が
ま
ず
は
考
え
ら
れ
る
。
稿
者
は
、
契
沖
は
「
肆
」
字
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
っ
て
確
認
で
き
て
い
る
、「
イ
チ
グ
ラ
」
と
い
う
語
の
そ
も
そ
も
の
「
姿
」
と
と
ら
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
仮
名
が
う
ま
れ
る
ま
で
は
、
日
本
語
を
書
い
て
い
た
文
字
は
漢
字
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
語
の
「
姿
」
を
ず
っ
と
遡
っ
て
い
く
と
、（
古
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
語
は
、
と
い
う
限
定
が
あ
る
が
）
「
仮
名
書
き
語
形
」
を
超
え
て
「
漢
字
書
き
語
形
」
に
た
ど
り
つ
く
。
そ
う
し
た
「
漢
字
書
き
語
形
」
を
つ
き
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
語
に
と
っ
て
は
、
そ
の
「
漢
字
書
き
語
形
」
が
「
由
緒
正
し
い
姿
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
、「
漢
字
列
＋
見
出
し
項
目
＋
注
」
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
体
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
『
和
字
正
濫
抄
』
を
検
す
れ
ば
、
多
く
の
地
名
が
見
出
し
項
目
と
し
て
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
稿
者
は
拙
書
『
か
な
づ
か
い
の
歴
史
』
（
中
公
新
書
、
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
、『
和
字
正
濫
抄
』
が
採
り
あ
げ
て
い
る
地
名
に
つ
い
て
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
で
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
こ
う
し
た
地
名
も
『
和
名
類
聚
抄
』
か
ら
採
取
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
契
沖
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
等
の
文
献
か
ら
、「
か
な
づ
か
い
」
が
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
る
語
を
採
取
し
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
『
和
字
正
濫
抄
』
を
編
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
和
字
正
濫
抄
』
に
示
さ
れ
た
語
が
実
際
に
仮
名
で
書
か
れ
る
か
ど
う
か
、
仮
名
で
書
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
あ
ま
り
問
題
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
」（
一
五
六
〜
一
五
七
頁
）
と
述
べ
た
。「
か
な
づ
か
い
」
が
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
る
語
」
は
よ
り
正
確
に
は
「
由
緒
正
し
い
文
献
に
よ
っ
て
漢
字
表
記
が
確
認
で
き
る
語
」
で
あ
っ
た
。
現
代
日
本
語
を
母
語
と
す
る
者
の
「
心
性
」
と
し
て
は
、「
イ
チ
グ
ラ
」
と
い
う
語
の
書
き
方
が
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
場
合
、「
伊
知
久
良
」
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を
ど
こ
か
に
示
し
た
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、「
か
な
づ
か
い
」
の
根
拠
と
な
る
「
伊
知
久
良
」
は
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
肆
」
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
肆
」
字
は
、「
イ
チ
グ
ラ
」
の
「
イ
」
が
ア
行
の
イ
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
『
和
名
類
聚
抄
』
で
確
認
で
き
て
い
る
か
ら
示
す
必
要
が
な
い
の
だ
と
い
う
反
論
が
あ
る
い
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
て
、
あ
る
語
を
ず
っ
と
遡
っ
て
追
い
か
け
て
い
っ
た
時
に
た
ど
り
つ
い
た
「
か
た
ち
」
を
示
す
と
い
う
こ
と
に
契
沖
の
目
的
（
の
一
つ
）
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
和
字
＝
仮
名
に
お
い
て
濫
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
語
の
か
た
ち
を
正
す
」
と
い
う
こ
と
と
推
測
す
る
。
漢
字
「
肆
」
を
あ
て
る
よ
う
な
語
が
日
本
語
の
「
イ
チ
グ
ラ
」
な
の
だ
と
い
う
示
し
方
に
み
え
る
。
地
名
を
採
り
あ
げ
て
い
る
の
も
、
地
名
の
「
か
な
づ
か
い
」
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
地
名
の
「
本
源
」
を
（
漢
字
列
に
よ
っ
て
）
示
す
た
め
だ
と
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
。
　
契
沖
に
と
っ
て
、
つ
ま
り
『
和
字
正
濫
抄
』
に
と
っ
て
漢
字
列
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
項
目
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
例
え
ば
、『
万
葉
集
』
巻
七
（
一
三
五
五
番
歌
）
に
は
「
真
木
柱　
作
蘇
麻
人　
伊
左
佐
目
丹
」（
真
木
柱
作
る
そ
ま
人
い
さ
さ
め
に
）
と
あ
る
。
出
典
注
記
に
は
「
万
葉
」
と
あ
る
の
で
、
契
沖
は
こ
の
歌
に
「
伊
左
佐
目
（
丹
）」
と
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
真
名
未
考
」
と
あ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
万
葉
仮
名
」
表
記
で
は
な
く
、「
正
訓
字
表
記
」
が
「
未
考
」
と
い
う
こ
と
と
推
測
す
る
。
実
は
『
仮
名
文
字
遣
』
の
時
点
で
、
「
い
さ
ゝ
め　
暫　
カ
リ
ソ
メ
也
」（
文
明
十
一
年
本
）「
い
さ
ゝ
め
に　
只
暫
﹇
古
今
并
六
帖
哥
／
等
ニ
在
之
﹈」（
慶
長
版
本
）
と
あ
っ
て
、「
暫
」
字
を
置
く
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、「
由
緒
」
が
つ
き
と
め
ら
れ
て
い
な
い
漢
字
列
は
契
沖
の
採
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
「
几　
お
し
ま
つ
き
﹇
和
名
日
／
本
紀
に
﹈
／
﹇
は
夾
／
膝
﹈」（
お
部
）
と
あ
る
の
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
見
出
し
項
目
「
几
」
に
「
和
名
於
之
萬
都
岐
」（
巻
十
四
・
十
六
丁
裏
）
と
あ
る
一
方
で
、
斉
明
紀
四
年
十
一
月
の
条
に
「
有
間
皇
子
、
向
赤
兄
家
、
登
楼
而
謀
。
夾
膝
自
断
。」（
有
間
皇
子
、
赤
兄
が
家
に
向ゆ
き
て
、
楼
た
か
ど
のに
登
り
て
謀
る
。
夾
膝
自おの
づ
か
ら
に
断を
れ
ぬ
）
と
あ
る
、
そ
の
漢
字
列
「
夾
膝
」
が
「
オ
シ
マ
ヅ
キ
」
と
い
う
語
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
、『
和
名
類
聚
抄
』
と
は
異
な
る
正
訓
字
と
し
て
こ
の
「
夾
膝
」
を
も
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
オ
シ
マ
ヅ
キ
」
に
関
し
て
は
、「
几
」
と
「
夾
膝
」
と
の
ど
ち
ら
が
本
源
的
な
漢
字
列
で
あ
る
か
を
（
こ
の
時
点
で
は
）
判
断
し
か
ね
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
由
緒
あ
る
文
献
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
漢
字
に
よ
る
語
の
同
定
、「
漢
字
に
よ
っ
て
和
字
の
濫
れ
を
正
す
」
こ
と
が
『
和
字
正
濫
抄
』
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
○
﹇
真
名
／
未
考
﹈
い
は
け
な
し
○
﹇
真
名
／
未
考
﹈
い
と
こ
﹇
日
本
紀
の
哥
に
う
ま
人
は
う
ま
人
と
ち
や
い
と
こ
は
も
い
と
こ
ど
ち
／
と
よ
め
り
上
の
い
と
こ
ろ
に
准
ら
ふ
れ
は
同
輩
を
い
へ
る
か
と
見
え
た
り
﹈
○
﹇
真
名
／
未
考
﹈
い
ら
な
し
﹇
日
本
／
紀
﹈
○
﹇
真
名
／
未
考
﹈
い
さ
ゝ
め
﹇
万
葉
／
古
今
﹈
○
﹇
真
名
／
未
考
﹈
い
す
ろ
こ
ふ
﹇
延
喜
／
式
﹈
　
右
に
は
「
い
部
」
の
例
を
掲
げ
た
が
、「
い
部
」
以
外
に
も
右
の
よ
う
に
「
真
名
未
考
」
と
記
さ
れ
て
い
る
項
目
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
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も
な
い
。
　
『
和
字
正
濫
抄
』
が
「
使
用
す
べ
き
仮
名
表
記
と
、
そ
の
出
典
と
を
示
し
て
い
る
」（
築
島
裕　
一
九
八
六
、
八
十
一
頁
）
こ
と
を
「『
正
濫
抄
』
の
長
所
」
（
同
前
、
八
十
三
頁
）
と
し
、
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
が
「
出
典
を
一
々
明
示
し
た
こ
と
」（
同
前
、
一
〇
〇
頁
）
を
評
価
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、『
和
字
正
濫
抄
』
に
と
っ
て
、
出
典
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、「
出
典
未
考
」
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
な
く
、
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
漢
字
列
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
真
名
未
考
」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
和
字
正
濫
抄
』
に
と
っ
て
は
、
項
目
冒
頭
に
漢
字
列
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
る
。
　
語
の
形
は
語
の
発
音
で
も
あ
る
。『
和
字
正
濫
抄
』
は
「
母
屋　
お
も
や
﹇
も
や
と
も
／
い
ふ
は
思
﹈
／
﹇
を
万
葉
に
も
ふ
と
よ
め
／
る
こ
と
く
上
略
な
り
﹈」
の
よ
う
に
、
語
の
発
音
に
つ
い
て
「
注
」
で
ふ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
発
音
に
小
異
が
あ
る
語
も
「
同　
お
な
し
﹇
日
本
紀
并
／
万
葉
に
お
﹈
／
﹇
や
じ
と
も
い
へ
り
同
韵
に
て
／
通
す
る
歟
別
に
古
語
歟
﹈」
の
「
オ
ナ
シ
」「
オ
ヤ
ジ
」、
あ
る
い
は
「
發　
お
こ
る
﹇
お
こ
す
同
し
／
お
こ
す
と
﹈
／
﹇
い
ふ
時
は
令
發
／
の
意
あ
り
﹈」
の
、「
オ
コ
ル
」「
オ
コ
ス
」
の
よ
う
に
、
注
に
お
い
て
ふ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
派
生
形
等
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
の
形
や
語
の
な
り
た
ち
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
も
契
沖
の
考
え
で
あ
ろ
う
。
語
源
的
な
こ
と
に
か
か
わ
る
記
事
も
、
結
局
は
当
該
語
は
ど
の
よ
う
な
語
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
　
長
谷
川
千
秋
は
「『
和
字
正
濫
要
略
』
の
め
ざ
し
た
も
の
│
書
く
こ
と
へ
の
指
向
│
」（『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
第
十
五
巻
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
、「『
和
字
正
濫
抄
』『
通
妨
抄
』『
要
略
』
に
お
い
て
、『
通
妨
抄
』
以
降
「
仮
名
遣
」
の
概
念
に
変
化
が
見
ら
れ
、『
和
字
正
濫
抄
』
は
「
仮
名
遣
」
の
理
念
の
み
を
実
例
を
も
っ
て
示
す
に
止
ま
り
、
実
際
に
そ
の
仮
名
遣
を
用
い
て
語
を
書
く
こ
と
を
考
慮
し
て
い
な
い
側
面
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
」
（
一
頁
上
段
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「『
和
字
正
濫
抄
』
は
、
仮
名
遣
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
語
の
本
来
的
な
意
義
、
相
当
す
る
漢
字
表
記
、
清
濁
を
中
心
と
す
る
音
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
指
向
す
る
」（
五
頁
上
段
）
と
述
べ
る
。
稿
者
は
、
右
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
和
字
正
濫
抄
』
は
結
果
と
し
て
「
か
な
づ
か
い
」
を
示
す
記
述
形
式
を
採
る
が
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、「
由
緒
あ
る
文
献
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
漢
字
列
に
よ
る
語
の
同
定
」「
漢
字
列
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
語
の
正
し
い
本
源
的
な
姿
を
示
す
こ
と
」
に
あ
る
、
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、「
仮
名
遣
」
の
概
念
」
が
変
化
し
た
と
い
う
よ
り
は
、『
和
字
正
濫
抄
』
は
現
代
人
が
考
え
る
よ
う
な
「
仮
名
遣
書
」
で
は
な
い
、
と
み
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。
　
先
に
「
語
の
発
音
に
つ
い
て
「
注
」
で
ふ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
語
の
発
音
は
語
の
形
を
決
め
る
上
で
は
重
要
な
要
素
に
な
る
。
稿
者
は
「
が
」
と
い
う
仮
名
」（
清
泉
女
子
大
学
『
言
語
教
育
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、『
和
字
正
濫
抄
』
は
見
出
し
項
目
に
濁
点
を
使
う
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、「『
和
字
正
濫
抄
』
は
、
濁
音
を
表
示
し
な
い
と
い
う
従
来
の
形
式
に
連
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
「
内
容
」
が
濁
音
表
示
に
い
さ
さ
か
影
響
を
与
え
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
」
（
三
十
九
頁
）
と
述
べ
た
が
、
考
察
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
言
説
を
修
正
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
見
出
し
項
目
に
濁
点
を
か
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な
り
な
程
度
施
し
て
い
る
『
和
字
正
濫
抄
』
は
（
そ
の
点
に
お
い
て
も
）『
仮
名
文
字
遣
』
の
よ
う
な
仮
名
遣
書
に
は
連
な
っ
て
い
な
い
0
0
0
0
0
0
0
。『
和
字
正
濫
抄
』
が
見
出
し
項
目
の
位
置
に
お
い
て
示
そ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
語
を
仮
名
で
書
く
場
合
の
形
で
は
な
く
0
0
0
0
、
本
源
的
な
語
の
形
を
和
字
＝
仮
名
で
書
い
た
も
の
、
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
　
『
和
字
正
濫
要
略
』
の
「
序
」
に
「
か
な
つ
か
ひ
は
俗
に
も
わ
た
る
事
な
か
ら
ま
さ
し
く
は
和
哥
を
も
て
あ
そ
ふ
人
の
こ
と
な
り
」（
引
用
は
架
蔵
本８
に
よ
る
）
と
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
長
谷
川
千
秋
（
二
〇
一
三
）
は
『
和
字
正
濫
抄
』
と
『
和
字
正
濫
要
略
』
と
を
詳
細
に
対
照
し
、『
和
字
正
濫
要
略
』
の
「
書
く
対
象
、
仮
名
遣
を
適
用
す
る
場
と
は
、
仮
名
遣
書
と
同
様
に
、
和
歌
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
首
肯
で
き
る
み
か
た
で
あ
る
。
『
和
字
正
濫
要
略
』
は
、
橘
成
員
の
『
倭
字
古
今
通
例
全
書
』
を
初
め
と
す
る
「
俗
書
」
を
向
こ
う
側
に
置
い
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
と
「
同
じ
土
俵
」
に
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
契
沖
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
本
意
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
分
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
結
果
的
に
は
、『
和
字
正
濫
要
略
』
は
仮
名
遣
書
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
同
書
は
『
和
字
正
濫
抄
』
と
同
じ
「
漢
字
列
＋
見
出
し
項
目
＋
注
」
と
い
う
体
例
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
和
字
正
濫
抄
』
を
体
例
と
し
て
は
承
け
て
い
る
た
め
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、『
和
字
正
濫
抄
』
は
仮
名
遣
書
と
み
な
し
得
る
『
和
字
正
濫
要
略
』
に
移
行
で
き
る
「
芽
」
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
見
出
し
項
目
の
排
列
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
と
考
え
る
。『
和
字
正
濫
抄
』
は
「
い
／
中
下
の
い
」「
ゐ
／
中
下
の
ゐ
」「
を
／
中
下
の
を
」
の
よ
う
に
見
出
し
項
目
を
ま
と
め
る
。
こ
れ
は
「
か
な
づ
か
い
が
問
題
に
な
る
箇
所
」
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
仮
名
遣
書
的
な
見
出
し
項
目
の
排
列
で
あ
る
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
い
え
ば
、『
倭
字
古
今
通
例
全
書
』
は
「
見
出
し
項
目
＋
漢
字
列
＋
注
」
と
い
う
『
仮
名
文
字
遣
』
と
同
じ
体
例
を
も
つ
が
、
見
出
し
項
目
は
「
い
ろ
は
順
＋
意
義
分
類
」
に
よ
っ
て
排
列
し
て
い
る
。
三　
『
古
言
梯
』
　
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た
と
目
さ
れ
て
い
る
『
古
言
梯
』
に
つ
い
て
は
、「
契
沖
の
『
和
字
正
濫
抄
』
を
承
け
て
、
そ
の
証
例
の
不
備
を
補
う
こ
と
を
主
眼
と
し
て
編
ま
れ
た
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
辞
書
」（『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
九
〇
六
頁
中
段
、
林
義
雄
執
筆
）
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
証
例
の
不
備
を
補
う
こ
と
を
主
眼
と
し
て
」
は
、「
主
眼
と
し
て
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
以
上
、
編
者
で
あ
る
楫
取
魚
彦
が
そ
れ
を
目
的
と
し
て
、
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
楫
取
魚
彦
は
そ
れ
を
目
的
と
し
て
『
古
言
梯
』
を
編
ん
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
以
下
に
お
い
て
検
討
を
試
み
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
序
文
を
軸
に
し
て
検
討
す
る
。
１　
い
に
し
へ
に
い
へ
ら
く
、
こ
と
だ
ま
の
幸さき
は
ふ
国くに
、
こ
と
だ
ま
の
た
す
く
る
国
と
。
是
は
し
も
こ
と
挙あげ
す
め
れ
ば
、
皇すめ
神がみ
の
さ
き
は
へ
ま
し
て
通とほ
り
た
ら
は
ざ
る
事
な
き
を
い
ふ
也
。
故かれ
世
の
中
の
常つね
の
言ことばし
も
、
神
の
代
の
上かみ
が
上かみ
な
る
言こと
を
人
の
代
の
末すゑ
と
も
末
々
ま
で
伝つた
へ
い
ふ
に
、
ち
ゞ
の
も
の
も
わ
か
れ
萬よろづの
こ
と
わ
り
も
た
ら
ひ
て
、
あ
や
し
く
た
へ
な
る
は
こ
の
言こと
魂だま
の
幸さち
に
な
も
有
け
る
。
２　
し
か
あ
れ
ば
末
の
代
の
人
と
い
へ
ど
も
、
ふ
る
き
こ
と
ば
を
よ
く
し
り
そ
の
も
と
を
ふ
か
く
わ
き
ま
へ
得う
る
時
は
、
目め
に
見み
放さけ
ね
ど
こ
し
方
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行
末
の
事
を
し
り
、
あ
し
は
ゆ
か
ね
ど
あ
め
つ
ち
の
道
に
な
も
と
ほ
れ
り
け
る
。
３　
そ
も
〳
〵
此
こ
と
ば
の
お
や
ち
ふ
も
の
を
た
つ
ぬ
れ
ば
、
あ
い
う
ゑ
を
の
五い
十つ
連ら
の
こ
ゑ
に
な
も
有
。
こ
れ
ぞ
こ
の
天あめ
地つち
の
ひ
ら
け
は
じ
ま
り
に
け
る
時
、
た
ま
ち
は
ふ
皇すめ
神がみ
の
み
こ
と
の
御み
口くち
よ
り
の
た
ま
ひ
は
じ
め
し
を
、
あ
め
の
ま
す
人
高
山
の
た
か
〳
〵
に
伝
へ
、
わ
た
の
浪
の
し
き
〳
〵
に
と
な
へ
来
れ
る
も
の
也
け
る
。
此
五い
十つ
連ら
の
こ
ゑ
を
い
に
し
へ
の
ふ
み
に
む
か
へ
考
る
に
、
た
て
ぬ
き
に
こ
と
の
通
ひ
、
本もと
末すゑ
に
こ
ゑ
の
ひ
ゞ
く
も
の
は
更
に
も
い
は
ず
。
い
ゐ
え
ゑ
を
お
の
た
ぐ
ひ
、
そ
の
こ
ゑ
相あひ
似に
て
意こゝろの
異こと
な
る
わ
か
ち
か
り
に
も
た
が
ふ
こ
と
あ
ら
ざ
り
き
。
４　
さ
る
を
世
の
く
だ
ち
行
ま
に
〳
〵
、
人
の
心
さ
か
し
ら
に
な
り
行
て
、
他ひと
の
国
な
る
文も
字じ
ち
ふ
も
の
を
か
り
た
り
。
し
か
は
あ
れ
ど
こ
ゝ
に
し
て
は
た
ゞ
に
こ
と
ば
を
伝
ふ
る
か
り
の
目ま
じ
る
し
と
の
み
し
た
り
し
を
、
か
く
て
ゆ
後のち
の
世
人
は
か
の
文
字
に
つ
き
、
そ
の
意
に
よ
る
を
わ
ざ
の
ご
と
お
ぼ
え
て
、
い
に
し
へ
の
言こと
魂だま
貴たと
き
事
を
ば
や
ゝ
〳
〵
わ
す
れ
行
。
ふ
る
の
中
道
ふ
る
き
こ
と
ば
は
お
ほ
ど
な
る
も
の
に
か
く
さママ
へ
つ
ゝ
、
其
も
と
は
し
も
と
め
わ
き
ま
へ
が
た
く
な
も
な
り
に
た
り
。
　
「
こ
と
だ
ま
の
幸さき
は
ふ
国くに
」
の
「
ふ
る
き
こ
と
ば
を
よ
く
し
り
そ
の
も
と
を
ふ
か
く
わ
き
ま
へ
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
こ
し
方
行
末
の
事
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
「
ふ
る
き
こ
と
ば
」
は
「
あ
い
う
ゑ
を
の
五い
十つ
連ら
の
こ
ゑ
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
「
他ひと
の
国
な
る
文も
字じ
」
＝
漢
字
に
よ
っ
て
日
本
語
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
当
初
は
「
こ
と
ば
を
伝
ふ
る
か
り
の
目ま
じ
る
し
」
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
「
か
の
文
字
に
つ
き
、
そ
の
意
に
よ
る
を
わ
ざ
の
ご
と
お
ぼ
え
」
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
こ
の
認
識
は
正
し
い
と
考
え
る
。
現
代
に
お
い
て
「
漢
字
の
使
い
分
け
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
漢
字
の
使
い
方
に
は
、「
漢
字
字
義
に
よ
る
日
本
語
の
再
編
成
」
と
い
え
る
よ
う
な
場
合
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
的
言
説
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
漢
字
を
離
れ
て
日
本
語
を
と
ら
え
る
、
つ
ま
り
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
レ
ベ
ル
で
日
本
語
を
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
楫
取
魚
彦
は
、「
ふ
る
き
こ
と
ば
」
が
五
十
音
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
漢
字
で
は
な
く
、
五
十
音
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
「
漢
字
を
離
れ
て
」
仮
名
に
よ
っ
て
「
ふ
る
き
こ
と
ば
」
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
る
。『
和
字
正
濫
抄
』
が
あ
る
語
の
「
淵
源
」
を
「
正
訓
字
表
記
さ
れ
た
す
が
た
＝
漢
字
列
」
に
求
め
た
の
と
は
異
な
り
、
楫
取
魚
彦
の
認
識
は
、
あ
る
語
は
そ
も
そ
も
仮
名
で
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
か
、と
い
う
こ
と
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
、そ
の
「
語
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
古
言
梯
』
に
お
い
て
は
、
見
出
し
項
目
は
「
仮
名
書
き
語
形
＋
出
典
等
注
記
＋
漢
字
列
」
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
お
り
、『
和
字
正
濫
抄
』
が
「
漢
字
列
＋
仮
名
書
き
語
形
＋
出
典
等
注
記
」
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と
と
異
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
和
字
正
濫
抄
』
に
お
い
て
は
、
あ
る
語
が
ど
の
よ
う
に
漢
字
表
記
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
も
含
め
て
「
語
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
と
捉
え
て
い
た
と
覚
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
真
名
未
考
」
と
書
か
れ
た
見
出
し
項
目
が
存
在
し
た
。
　
そ
う
考
え
る
と
、
結
果
と
し
て
「
か
な
づ
か
い
」
を
示
し
た
テ
キ
ス
ト
で
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あ
っ
て
も
、『
和
字
正
濫
抄
』
と
『
古
言
梯
』
と
は
、
編
ま
れ
た
目
的
が
ま
っ
た
く
異
な
る
と
い
っ
て
よ
い
。し
た
が
っ
て
、『
古
言
梯
』
が
『
和
字
正
濫
抄
』
を
承
け
て
成
っ
た
と
い
う
み
か
た
は
、
現
象
的
に
は
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
正
確
な
認
識
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。「
精
神
」
と
い
う
表
現
を
使
う
と
す
れ
ば
、『
和
字
正
濫
抄
』
を
支
え
て
い
る
精
神
と
『
古
言
梯
』
を
支
え
て
い
る
精
神
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
　
「
以
部
」
四
言
に
「
い
さ
ゝ
め
﹇
万
伊
左
／
佐
米
﹈
卒
爾
」
と
あ
る
。『
古
言
梯
』
に
お
い
て
、『
和
名
類
聚
抄
』『
万
葉
集
』
の
引
用
は
「
万
葉
仮
名
」
の
ま
ま
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
『
和
字
正
濫
抄
』
と
は
異
な
る
。『
和
字
正
濫
抄
』
は
「
漢
字
書
き
さ
れ
た
語
」
あ
る
い
は
「
日
本
語
に
対
応
す
る
漢
字
」
に
「
淵
源
」
を
求
め
て
い
た
の
で
、
そ
の
「
漢
字
書
き
」
は
正
訓
字
表
記
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
し
か
し
、『
古
言
梯
』
の
場
合
は
、「（
平
）
仮
名
書
き
語
形
」
に
「
淵
源
」
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
「（
平
）
仮
名
書
き
語
形
」
の
正
当
性
を
支
え
る
の
が
、「
万
葉
仮
名
表
記
」
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
　
ま
た
『
和
字
正
濫
抄
』
に
は
「
窮
鬼　
い
き
す
た
ま
﹇
遊
仙
／
窟
﹈」（
い
部
）
と
あ
る
が
、『
古
言
梯
』
に
は
「
い
き
す
だ
ま
﹇
和
伊
岐
／
須
太
万
﹈
窮
鬼
」（
以
部
五
言
六
言
七
言
）
と
あ
り
、
濁
点
の
使
用
は
『
和
字
正
濫
抄
』
に
比
し
て
、
一
層
徹
底
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
部
で
い
え
ば
、『
和
字
正
濫
抄
』
が
濁
点
を
附
さ
ず
に
掲
げ
て
い
る
「
い
は
つ
ゝ
し
」「
い
は
く
み
」「
い
は
く
す
り
」「
い
は
ゆ
」「
い
ほ
む
し
り
」「
い
か
る
か
」「
い
か
た
」「
い
か
つ
ち
」「
い
た
と
り
」
「
い
た
ち
は
し
か
み
」「
い
た
ゝ
き
（
頂
）」「
い
た
ゝ
き
（
巓
）」「
い
た
つ
ら
」
「
い
た
や
か
ひ
」「
い
そ
く
」
他
多
く
の
語
に
『
古
言
梯
』
は
濁
点
を
附
し
て
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
古
言
梯
』
の
見
出
し
項
目
は
、
そ
の
語
の
「
か
な
づ
か
い
」
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
語
の
（
発
音
を
含
め
た
）「
平
仮
名
で
書
い
た
（
本
源
的
な
）
か
た
ち
」
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
は
ま
ず
「
日
本
語
を
仮
名
の
み
で
書
く
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
仮
名
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
一
義
的
に
テ
キ
ス
ト
作
成
の
目
的
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
書
物
＝
テ
キ
ス
ト
」
を
「
仮
名
遣
書
」
と
定
義
し
た
。
こ
の
定
義
に
従
っ
て
、
ま
ず
『
下
官
集
』
を
仮
名
遣
書
と
は
み
な
い
こ
と
と
し
た
。
　
こ
れ
ま
で
は
、
行
阿
『
仮
名
文
字
遣
』
を
批
判
し
て
編
ま
れ
た
も
の
が
契
沖
『
和
字
正
濫
抄
』
で
、
そ
の
『
和
字
正
濫
抄
』
の
「
不
備
」
を
整
備
し
た
も
の
が
楫
取
魚
彦
『
古
言
梯
』
で
あ
る
と
い
う
み
か
た
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
仮
名
文
字
遣
』『
和
字
正
濫
抄
』『
古
言
梯
』
は
仮
名
遣
書
の
「
流
れ
」
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
み
か
た
が
主
流
で
あ
っ
た
。
　
本
稿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
体
例
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
な
っ
た
。
１　
『
仮
名
文
字
遣
』
は
古
典
文
学
世
界
と
繋
が
り
を
も
っ
た
仮
名
遣
書
で
あ
る
。
２　
『
和
字
正
濫
抄
』
は
部
分
的
に
は
仮
名
遣
書
の
よ
う
な
体
例
を
も
つ
が
、
漢
字
に
よ
っ
て
正
訓
字
表
記
さ
れ
た
か
た
ち
を
語
の
本
来
的
な
か
た
ち
と
み
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
和
字
に
よ
る
濫
れ
を
正
そ
う
と
し
て
い
る
。
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３　
『
古
言
梯
』
は
仮
名
に
よ
っ
て
日
本
語
が
ど
う
書
か
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
注
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
言
の
あ
り
か
た
を
と
ら
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
４　
『
和
字
正
濫
抄
』
と
『
古
言
梯
』
と
は
「
日
本
語
を
仮
名
の
み
で
書
く
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
仮
名
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
一
義
的
に
テ
キ
ス
ト
作
成
の
目
的
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
書
物
＝
テ
キ
ス
ト
」
す
な
わ
ち
仮
名
遣
書
と
は
い
え
な
い
面
を
も
つ
。
５　
『
仮
名
文
字
遣
』『
和
字
正
濫
抄
』『
古
言
梯
』
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
目
的
の
た
め
に
編
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
意
味
合
い
に
お
い
て
連
続
し
な
い
。
註（
１
）　
駒
沢
大
学
国
語
研
究
資
料
第
二
『
假
名
文
字
遣
』（
一
九
八
〇
年
、
汲
古
書
院
）
を
使
用
し
た
。
（
２
）　
赤
堀
又
次
郎
校
訂
『
語
学
叢
書
第
一
編
』（
東
洋
社
、
一
九
〇
一
年
）
に
お
い
て
「
文
明
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
本
で
、
同
書
が
底
本
と
し
た
「
古
板
本
」
（
引
用
者
補
：
慶
長
版
本
の
こ
と
）
の
校
合
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
校
合
結
果
か
ら
算
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
３
）　
た
だ
し
駒
沢
大
学
国
語
研
究
資
料
第
二
『
假
名
文
字
遣
』
の
「
解
題
」
に
お
い
て
大
友
信
一
は
「
う
」
の
終
り
「
ふ
」
の
初
め
に
か
け
て
二
丁
の
落
丁
が
あ
る
」（
四
四
二
頁
）
こ
と
、
さ
ら
に
「
は
」
に
も
「
一
丁
落
丁
が
あ
る
」（
四
四
五
頁
）
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
友
信
一
は
「
文
明
十
一
年
本
」
と
「
永
禄
九
年
本
」
と
の
「
内
容
、
つ
ま
り
収
録
さ
れ
て
い
る
用
例
・
配
列
順
序
が
酷
似
し
て
い
る
」（
四
四
二
頁
）
と
述
べ
、「
永
禄
九
年
本
」
を
使
っ
て
、「
う
」
に
十
六
、「
ふ
」
に
五
十
八
、「
は
」
に
四
十
の
用
例
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
文
明
十
一
年
本
」
の
総
「
所
収
用
例
数
」
は
こ
れ
ら
を
加
え
た
一
一
六
四
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
推
定
に
つ
い
て
、
岡
田
薫
は
「『
仮
名
文
字
遣
』
の
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
」（
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、「
文
明
十
一
年
本
と
永
禄
九
年
に
は
八
十
数
年
の
間
が
開
い
て
お
り
、
系
統
と
し
て
は
、
文
明
十
一
年
と
永
禄
九
年
の
関
係
は
深
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
落
丁
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
永
禄
九
年
本
が
他
の
『
假
名
文
字
遣
』
を
参
考
に
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
た
め
、
落
丁
の
部
分
を
補
足
す
る
行
為
は
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
で
な
い
と
思
わ
れ
る
」（
九
十
八
頁
）
と
述
べ
る
。
右
の
引
用
に
お
い
て
は
、「
文
明
十
一
年
」
と
あ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
「
文
明
十
一
年
本
」
と
な
っ
て
い
た
り
、
逆
に
「
文
明
十
一
年
本
」「
永
禄
九
年
本
」
と
あ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
「
本
」
が
抜
け
て
い
た
り
と
表
現
が
不
整
に
み
え
る
が
そ
れ
は
そ
れ
と
す
る
。
（
４
）　
原
『
仮
名
文
字
遣
』
に
お
い
て
、「
出
典
注
記
」「
万
葉
」
が
書
か
れ
て
い
た
項
目
が
あ
っ
た
と
し
て
、
あ
る
時
点
の
書
写
者
が
、「
万
葉
」
と
書
か
れ
て
い
な
い
項
目
に
つ
い
て
、
自
ら
の
「
知
識
／
判
断
」
に
よ
っ
て
「
万
葉
」
と
書
く
こ
と
は
あ
り
得
る
と
み
て
お
く
し
か
な
い
。
と
な
れ
ば
、
原
『
仮
名
文
字
遣
』
の
「
原
」
を
ど
こ
ま
で
の
厳
密
さ
で
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
各
項
目
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
原
『
仮
名
文
字
遣
』
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
（
５
）　
『
袖
中
抄
』
は
見
出
し
項
目
「
わ
人　
我
人　
袖
中
抄
也
」（
わ
部
）
に
み
ら
れ
る
。
（
６
）　
「
を
の
つ
か
ら　
自　
源
氏
在
」
は
「
慶
長
版
本
」
に
は
「
を
の
つ
か
ら　
自
」
と
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
に
は
「
出
典
注
記
」
が
み
ら
れ
な
い
。「
わ
か
む
と
ほ
り　
王
家
無
等
倫　
源
氏
在
」
は
、
こ
の
見
出
し
項
目
そ
の
も
の
が
「
慶
長
版
本
」
に
み
ら
れ
な
い
。
前
者
に
関
し
て
い
え
ば
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
の
書
写
者
が
、
「
を
の
つ
か
ら
」
と
い
う
語
を
『
源
氏
物
語
』
と
結
び
つ
け
る
「
必
要
性
」
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
に
、「
出
典
注
記
」
が
削
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
の
書
写
者
が
、「
出
典
注
記
」
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
文
明
十
一
年
本
」
に
は
「
出
典
注
記
」
が
み
ら
れ
ず
、「
慶
長
版
本
」
に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
る
と
い
う
見
出
し
項
目
は
、「
あ
な
う
め　
穴
倦
目
﹇
古
今
／
在
之
﹈（
う
部
）「
ゐ
な
み
の　
印
南
野
﹇
万
葉
／
在
之
﹈」（
ゐ
部
）「
い
に
け
り　
行
﹇
伊
勢
物
語
ニ
／
ア
リ
﹈」（
い
部
）
な
ど
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少
な
く
な
い
。
（
７
）　
「
か
な
づ
か
い
」
に
関
し
て
、「
正
し
い
か
な
づ
か
い
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
（
通
常
は
）
一
つ
で
あ
る
は
ず
だ
が
、『
仮
名
文
字
遣
』
は
複
数
の
「
か
な
づ
か
い
」
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
文
明
十
一
年
本
」
の
よ
う
に
、
総
「
所
収
用
例
数
」
が
比
較
的
少
な
い
テ
キ
ス
ト
に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
お
に　
鬼　
を
に
共
」（
お
部
）「
を
も
の　
飯　
お
も
の
共
」（
を
部
）「
を
よ
そ　
凡　
お
ほ
よ
そ
共
」（
を
部
）
な
ど
と
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
見
出
し
項
目
に
つ
い
て
、
書
写
の
過
程
な
ど
を
も
考
え
併
せ
た
場
合
に
、
複
数
の
「
か
な
づ
か
い
」
を
示
し
て
い
る
こ
と
の
「
意
味
合
い
」
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
複
数
の
「
か
な
づ
か
い
」
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。「
慶
長
版
本
」
の
よ
う
に
、
総
「
所
収
用
例
数
」
が
多
い
テ
キ
ス
ト
に
な
る
と
、
複
数
の
「
か
な
づ
か
い
」
を
示
す
場
合
は
よ
り
多
く
な
る
。
そ
こ
に
は
「
こ
え
た
る
﹇
こ
ゑ
た
り
／
と
も
﹈
肥
満
」（
え
部
）
と
あ
る
一
方
で
、
ゑ
部
に
「
こ
ゑ
た
り　
肥
」
と
あ
る
よ
う
な
場
合
も
含
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
仮
名
文
字
遣
』
は
そ
も
そ
も
「
正
し
い
唯
一
の
か
な
づ
か
い
」
を
示
そ
う
と
は
し
て
い
な
い
と
推
測
す
る
。
（
８
）　
架
蔵
本
は
上
中
下
三
冊
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
各
冊
の
初
丁
上
部
に
「
保
田
文
庫
」
の
朱
印
が
お
さ
れ
、
表
紙
見
返
し
に
は
「
保
田
文
庫
」
と
記
さ
れ
た
図
書
整
理
票
の
よ
う
な
も
の
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
下
巻
末
尾
に
「
元
禄
十
一
年
五
月
初
八
日　
契
沖
述
作
／
和
字
正
濫
要
略
下
巻
終
」
と
あ
り
、
次
の
丁
か
ら
次
次
丁
に
か
け
て
「
此
書
は
密
乗
の
沙
門
契
沖
述
作
す
る
所
也
む
か
し
／
和
字
正
濫
抄
五
巻
を
あ
ら
は
す
い
は
ゆ
る
古
書
を
引
證
し
て
／
歌
道
の
た
よ
り
と
す
し
か
る
に
武
江
の
橘
成
員
（
ナ
リ
カ
ズ
）
と
い
へ
る
人
／
和
字
通
例
書
八
巻
を
あ
ら
は
し
て
新
古
の
仮
名
を
ま
じ
へ
／
正
濫
を
誹
謗
す
る
事
は
な
は
だ
し
さ
る
に
よ
り
て
師
／
古
書
に
よ
り
書
べ
き
む
ね
を
此
書
に
つ
ぶ
さ
に
の
べ
／
た
ま
ひ
正
濫
に
も
そ
へ
書
し
た
ま
へ
り
き
す
べ
て
古
人
の
さ
／
だ
め
お
き
け
る
か
な
を
た
が
へ
て
み
だ
り
に
俗
に
し
た
が
ふ
べ
か
ら
／
ざ
る
事
此
書
に
見
え
た
る
が
ご
と
し　
于
時
寶
永
己
丑
／
正
月　
於
六
波
羅
蜜
寺
邊
校
畢
契
沖
門
人
／
洛
東
隠
士
似
閑
」
と
あ
る
。
新　
刊　
紹　
介
岩
山
泰
三
著
『
一
休
詩
の
周
辺
 
│
│
漢
文
世
界
と
中
世
禅
林
』
　
本
書
は
中
世
禅
林
の
僧
、
一
休
宗
純
の
漢
詩
集
『
狂
雲
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
を
中
心
に
、
一
休
詩
を
そ
の
周
辺
た
る
五
山
詩
と
の
比
較
文
学
的
な
視
座
か
ら
論
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
構
成
は
附
章
を
含
む
全
五
章
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
章
で
は
一
休
と
五
山
僧
の
八
景
詩
を
比
較
す
る
こ
と
で
、「
断
絶
さ
れ
た
現
実
」
と
し
て
の
一
休
独
自
の
八
景
の
捉
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
詩
人
賛
を
通
し
て
、
杜
牧
・
林
和
靖
・
杜
甫
と
い
っ
た
中
国
の
詩
人
が
一
休
に
は
五
山
詩
に
お
け
る
一
般
的
な
評
価
と
は
異
な
る
「
統
一
的
に
疎
外
さ
れ
た
批
判
的
存
在
」
と
し
て
、
自
身
の
生
き
方
を
重
ね
る
か
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
章
、
第
四
章
で
は
、
楊
貴
妃
に
代
表
さ
れ
る
中
国
古
典
文
学
に
お
け
る
女
性
が
、
五
山
僧
と
一
休
の
詩
の
中
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
素
材
と
し
て
詠
み
込
ま
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
望
ん
だ
現
実
社
会
と
の
関
わ
り
方
の
は
っ
き
り
と
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
　
本
書
は
一
休
詩
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
結
果
と
し
て
そ
の
比
較
対
象
た
る
五
山
詩
の
特
徴
を
も
強
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
五
山
文
学
の
研
究
と
し
て
も
た
い
へ
ん
示
唆
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
二
〇
一
五
年
十
一
月　
勉
誠
出
版　
Ａ
５
判　
四
六
九
頁　
本
体
一
二
〇
〇
〇
円
）
 
〔
松
葉
友
惟
〕
